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学位論文審査の要旨

主査  教授  東  正剛

副査  教授  岩熊敏夫

副査  教授  木村正人

副査  助教授  鈴木正嗣（大学院獣医学研究科）

副査  助教授  渡邊邦夫（京都大学霊長類研究所）

    学位論文題名

Social structure and mating behavlor of proboscis

    monkey Nasalis larvatus (Primates; Colobinae)

    （ テ ング ザル の社会 構造 と繁殖 行動 ）

    ボル材島固有の霊長類であるテ冫ク゛ゲルは樹冠部での生活に特殊化し、地上部に降りてくるこ

とが少なbゝ ため、その生態には未知のことカ渉い。申請者は、マレーシア・サパ州のキガヾタンがりii支

流河畔林にて、約3年間に亘ってこの凱の生態を望速鏡付きヒ゛デオ装置で撮影し、その後の1

年以上に亘る詳しい映像解析からできる限り個体識別を行い、社会構造と繁殖行動を解明して

いる。この方法により、双眼鏡だけに頼っていたこれまでの研究では得られなかった成果を数

多く得ており、まずこの研究方法が高く評価された。

  先行研究において、テンク゛ゲルの集団は、一頭の雄と数頭の雌とその子供たちから成るone-

maleゲ舮プと、若い雄だけからなるall-maleゲ舮アから成ることは知られていた。申請者は

雄成獣の個体識Bl亅から、調査地の集団が8つのaneー1maleク゛舮アと1つのaH―maleク゛舮アか

ら成ることを明らかにし、各ク゛炉プの寝床の位置からク゛炉プ間の関係を分析した。その結果、

0ne－ma］eク゛舮アはAとBの2つのパンドに分けられ、Aパンドは主に支流の上流域で、Bパン

ト゛は主に下流域で行動していること、しかし、両パンドはけっして排他的ではなく、近距離に

寝床を作ることも珍しくないこと、が明らかとなった。これまでもパンドの存在を示唆するよ

うな観察例は報告されていたが、寝床の位置を綿密に記録することによってその存在を証明し

たのは本研究が初めてである。

  an―maleク．舮プは両ヾンドの行動域を含む広い域で行動していたが、これはこのゥ゛炉プの若

い雄達がone―H滅eク゛舮アのハレム雄になる機会をうかがっていることを示唆した。実際、3年

間で3回雄の交代が目撃されたが、新しい雄はいっもこのa且一mmeク゛舮アから供給された。

ただし、雄の交代は常に平和的に行われ、去っていった雄はいずれもかなり老いた個体だった。

これら3つの新one―n滅eゲ舮アのうち、1ク゛炉フ゜は雄が交代してすぐにそれまでの所属パン
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ド Bか ら パ ン ド Aに 移 っ た 。 こ の こ と も 、 パ ン I゙ が 排 他 的 で は な い こ と を 示 し て い る 。 ま た 、

8ク ゛ 炉 プ の う ち 3年 間 で 3回 雄 の 交 代 が 生 じ た こ と か ら 、 雄 の ハ レ ム 維 持 期 間 は 約 8年 と 推 定 さ

れるが、同 様の方法司1レム維持期間カ 黻されたコロプス 類}~J丶ヌ マシランゲール（ 3年）とトマスランク．ール（9

年 ） の み で あ り 、 今 回 の デ ー タ は コ ロ フ ゛ ス 類 に お け る 社 会 構 造 比 較 を 行 う 上 で も 非 常 に 貴 重 で あ る 。

  さ ら に 、 申 請 者 は 雌 の ク ゛ 舮 プ 間 移 動 に つ い て も 詳 し い 観 察 を 行 っ て い る 。 移 動 を 試 み た 雌 は

6個 体 観 察 さ れ た が 、 う ち 2個 体 は 雌 成 獣 で 、 い ず れ も 雄 に コ ー lJシ ゲ で 呼 び 戻 さ れ た 。 3個 体 は

sub一 瓜 眦 で 、 雄 は 無 関 心 で あ り 、 う ち 2個 体 は す ぐ に 移 動 先 の 雄 と 交 尾 し た 。 雌 の 個 体 識 別

は 困 難 な こ と か ら 、 直 接 目 撃 さ れ た 例 を 除 く と 移 動 を 確 認 で き な い が 、 One― 1maleク ゛ Jド ア の 雌

個 体 数 が 多 少 変 動 す る こ と か ら 、 雌 の ク ゛ 炉 ア 間 移 動 は も っ と 頻 繁 に 起 こ っ て い る 可 能 性 が 高 い 。

こ れ ら の 観 察 結 果 と 、 雄 の ハ レ ム 維 持 期 間 が 雌 の 性 成 熟 齢 5歳 よ り 長 い こ と か ら 、 雌 の 移 動 は 父

親 と の 近 親 交 配 を 回 避 す る た め に 行 わ れ て い る と 結 諭 付 け て い る が 、 具 体 的 な デ ー タ で 近 親 交 配

回避説を支 持したのは本研究 が初めてである。

  繁 殖 行 動 に つ い て も 、 1） 交 尾 頻 度 は 雨 季 （ 3月 前 後 ） に 少 な く な る 、 2） 出 産 頻 度 は 8月

前 後 に 少 な く な る が 、 雌 の 妊 娠 期 間 が 5． 50月 で あ る こ と か ら 、 雨 季 に お け る 交 尾 頻 度 の 低 下

を 反 映 し て い る 可 能 性 が 高 い 、 3） こ れ ま で 無 い と 報 告 さ れ て い た 雌 の 交 尾 器 の s豚 um

跚 ′ e11ingカ 瀕 繁 に 生 じ て い る 、 4） こ れ ま で 雌 の 誘 い で 交 尾 に 至 る こ と が 多 い と さ れ て い た

が 、 む し ろ 雄 の 誘 い の 方 カ 渉 い 、 5） こ れ ま で 複 数 回 マ ウ ン テ ィ ン ク ゛ に よ る 交 尾 は 子 供 な ど の 交 尾 妨

害 に よ る と さ れ て い た が 、 検 定 結 果 は こ の 説 を 否 定 し た 、 6） al】 ・ 1加 a］ eク ゛ ル ー フ 。 に 時 々 少 数 の

雌 が 加 わ る こ と が あ り 、 交 尾 も 行 わ れ て い る 、 な ど の 新 し い 知 見 が 得 ら れ て い る 。 こ れ ら の 成

果 は 、 テ ン ク ゛ ず ル だ け で は な く 、 〕 ロ ア ス 類 の 繁 殖 行 動 研 究 に 大 き な 影 響 を 与 え る 可 能 性 が あ る 。

  審査員一同は、これらの成果を高く評価し、また申請者が研究者として誠実かつ熱心であり、

大学院課程に於ける研鑽や取得単位なども併せ、博士（地球環境科学）の学位を受けるのに十

分な資格を有すると判定した。
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